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人権に関する市民意識調査の設問・選択肢比較 

令和 8年度調査 令和 4年度調査 

はじめに、調査結果を統計的に処理す

るために、あなた自身のことについて

おたずねします。 

 

問１ あなたの性別の番号に〇をつ

けてください。 

 （自認する性別を選んでいただいて

構いません。） 

１.男性 

２.女性 

３.答えたくない 

問２ あなたの年齢についてあては

まる番号に○をつけてください。 

（令和 8 年〇月〇日現在でお答え

ください。） 

 １．10歳代 

２．20歳代 

３．30歳代 

４．40歳代 

５．50歳代 

６．60歳代 

７．70歳以上  

問３ あなたの職業などについてあ 

てはまる番号に○をつけてくださ 

い。（○は１つまで） 

 １．自営業・経営者（農林水産業・ 

商工・サービス業・自由業などの 

個人事業主と家族従業員、会社経

営者など） 

２．正規の職員・従業員（会社員・ 

公務員などの正規雇用者） 

３．パート、アルバイト（内職含む）、

期間契約社員、派遣労働者などの

はじめに、調査結果を統計的に処理す

るために、あなた自身のことについて

おたずねします。 

 

問１ あなたの性別の番号に〇をつ

けてください。 

 （自認する性別を選んでいただいて

構いません。） 

１.男性 

２.女性 

３.答えたくない 

問２ あなたの年齢についてあては

まる番号に○をつけてください。 

（令和 4年 6月 1日現在でお答えく

ださい。） 

 １．10歳代 

２．20歳代 

３．30歳代 

４．40歳代 

５．50歳代 

６．60歳代 

７．70歳以上  

問３ あなたの職業などについてあ 

てはまる番号に○をつけてくださ 

い。（○は１つまで） 

 １．自営業・経営者（農林水産業・ 

商工・サービス業・自由業などの 

個人事業主と家族従業員、会社経 

営者など） 

２．正規の職員・従業員（会社員・

公務員などの正規雇用者） 

３．パート、アルバイト（内職含む）、 

期間契約社員、派遣労働者などの
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

非正規雇用者 

４．専業（主婦・主夫） 

５．学生 

６．無職 

７．その他（具体的に： ） 

問４ あなたの家族構成についてあ 

てはまる番号に○をつけてくださ

い。 

１．ひとり暮らし 

２．一世代世帯（夫婦のみ） 

３．二世代世帯（親とその子ども） 

４．三世代世帯（祖父・祖母と親と

その子ども）  

５．その他 

1．人権問題全般について 

問５ 日本の社会にはさまざまな人 

権問題があります。現在、大垣市に

おいてもこれらの人権問題の解消

に向けて取り組んでいるところで

す。あなたが、大垣市は特に解消に

取り組む必要があると思う人権 

問題は何ですか。次の中から５つま

で選んで○をつけてください。（１か

ら 18 は、法務省が掲げている人権課

題です。） 

 １．女性の人権問題  

２．こどもの人権問題 

３．高齢者の人権問題  

４．障がいのある人の人権問題 

５．部落差別（同和問題） 

 

６．アイヌの人々の人権問題 

７．外国人の人権問題（ヘイトスピ

ーチを含む） 

８．感染症に関連した人権問題（エ

非正規雇用者 

４．専業（主婦・主夫） 

５．学生 

６．無職 

７．その他（具体的に： ） 

問４ あなたの家族構成についてあ 

てはまる番号に○をつけてくださ 

い。 

 １．ひとり暮らし 

２．一世代世帯（夫婦のみ） 

３．二世代世帯（親とその子ども） 

４．三世代世帯（祖父・祖母と親と

その子ども）  

５．その他 

Ⅰ．人権問題全般について 

問５ 日本の社会にはさまざまな人 

権問題がありますが、あなたが関心 

をもっている人権問題は何ですか。

次の中からいくつでも選んで○を

つけてください。 

 

 

 

  

 

１．女性の人権問題  

２．子どもの人権問題 

３．高齢者の人権問題  

４．障がいのある人の人権問題 

５．部落差別（同和問題）による人

権問題 

６．アイヌの人々の人権問題 

７．外国人の人権問題 

 

８．感染症に関連した人権問題（エ
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

イズ患者、ＨＩＶ感染者等） 

 

９．ハンセン病患者・元患者とその

家族の人権問題 

10．刑を終えて出所した人の人権問  

 題 

11．犯罪被害者とその家族の人権問

題      

12．インターネットによる人権侵害 

13．北朝鮮当局による人権問題（拉

致問題） 

14．ホームレスの人権問題 

15．性的マイノリティ＊の人権問題 

16．人身取引（性的搾取、強制労働

などを目的とするもの） 

17．震災等の災害に起因する人権問 

 題 

18.ゲノム情報（遺伝情報）に関する

人権問題 

19．特にない 

20．その他（具体的に： ） 

※性的マイノリティとは、同性愛者

（レズビアン/ゲイ/）や両性愛者

（バイセクシャル）などの性的指向

における少数者や、性同一性障がい

のある人やトランスジェンダーな

ど性自認（性同一性）における少数

者を指します。レズビアン/ゲイ/バ

イセクシャル/トランスジェンダー

の頭文字をとって LGBT と言われる

こともあります。 

問６ これまでに、人権侵害を受けた 

と感じたことがありますか。（〇は 1

つだけ） 

 １．大いに感じたことがある 

イズ患者、ＨＩＶ感染者、新型コ

ロナウイルス感染者等） 

９．ハンセン病患者・元患者やその

家族の人権問題 

10．刑を終えて出所した人の人権問  

 題 

11．犯罪被害者とその家族の人権問

題      

12．インターネットによる人権問題 

13．北朝鮮当局による人権問題（拉

致問題） 

14．ホームレスの人権問題 

15．性的少数者の人権問題 

16．人身取引（性的搾取、強制労働

などを目的とするもの） 

17．震災等の災害に起因する人権問 

 題 

 

 

18．特にない 

19．その他（具体的に： ） 
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

 ２．少し感じたことがある 

 ３．あまり感じたことがない 

 ４．全く感じたことがない 

 ５．わからない 

 

問７ 問６で「1.大いに感じたことが 

ある」または「2.少し感じたことが

ある」を選択された方にお聞きしま

す。それはどのような人権侵害です

か。（あてはまる番号すべてに○） 

 １．あらぬうわさ、他人からの悪口、

かげ口  

２．名誉・信用のき損、侮辱 

３．公的機関による不当な扱い 

４．脅迫、強要、暴力、ドメスティ

ック・バイオレンス＊1 

５．職場での不当な待遇、パワー・

ハラスメント＊2 

６．プライバシーの侵害  

７．地域や家庭での差別待遇     

８．セクシュアル・ハラスメント＊

3 

９．ストーカー行為 

10．仲間はずれ、いやがらせ、いじ

め 

11.インターネット上における悪意

ある情報の掲載 

12．その他（具体的に： ） 

＊1ドメスティック・バイオレン

スとは、配偶者やパートナーな

どからの身体的、性的、心理・

精神的、経済的な暴力のことで

す。略して「ＤＶ」と呼ばれる

こともあります。 

＊2パワー・ハラスメントとは、

 

 

 

 

 

問６ これまでに、次のような人権侵 

害を受けたと感じたことがありま 

すか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

１．あらぬうわさ、他人からの悪口、

かげ口  

２．名誉・信用のき損、侮辱 

３．公的機関による不当な扱い 

４．脅迫、強要、暴力、ドメスティ

ック・バイオレンス＊1 

５．職場での不当な待遇、パワー・

ハラスメント＊2 

６．プライバシーの侵害  

７．地域や家庭での差別待遇     

８．セクシュアル・ハラスメント＊

3 

９．ストーカー行為 

10．仲間はずれ、いやがらせ、いじ

め、虐待 

11．人権侵害を受けたと感じたこと

はない 

12．その他（具体的に： ） 

＊1ドメスティック・バイオレン

スとは、配偶者やパートナーな

どからの身体的、性的、心理・

精神的、経済的な暴力のことで

す。略して「ＤＶ」と呼ばれる

こともあります。 

＊2パワー・ハラスメントとは、
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

職場における権力を利用した

いやがらせなどです。 

＊3セクシュアル・ハラスメント

とは、性的いやがらせのことで

す。 

問８ もしも、人権侵害を受けた場 

合、どのような対応をしますか。（あ 

てはまる番号すべてに○） 

１．何もしない、我慢する 

２．相手に抗議する 

３．家族や親族に相談する 

４．友人や会社の同僚など、親しい

人に相談する 

５．所属する団体やサークルに相談

する 

６．民生・児童委員などに相談する 

７．弁護士に相談する 

８．法務局や人権擁護委員に相談す  

 る 

９．県や市役所などの公的機関に相

談する 

10．警察に相談する 

11．その他（具体的に： ） 

問９ 過去５年の間に、人権問題に関 

する講演会や研修会へ参加された 

ことはありますか。（○は１つだけ） 

１．1 回参加した 

２．2 回参加した 

３．3 回以上参加した 

４．開催を知らなかった 

５．覚えていない 

６．参加したことはない 

問 10 問８で参加したと回答された 

方は、参加された理由は何ですか。 

 （〇は１つだけ） 

職場における権力を利用した

いやがらせなどです。 

＊3セクシュアル・ハラスメント

とは、性的いやがらせのことで

す。 

問７ もしも、人権侵害を受けた場 

合、どのような対応をしますか。（あ 

てはまる番号すべてに○） 

１．何もしない、我慢する 

２．相手に抗議する 

３．家族や親族に相談する 

４．友人や会社の同僚など、親しい

人に相談する 

５．所属する団体やサークルに相談

する 

６．民生・児童委員などに相談する 

７．弁護士に相談する 

８．法務局や人権擁護委員に相談す  

 る 

９．県や市役所などの公的機関に相

談する 

10．警察に相談する 

11．その他（具体的に： ） 

問８ 過去５年の間に、人権問題に関 

する講演会や研修会へ参加された 

ことはありますか。（○は１つだけ） 

１．1 回参加した 

２．2 回参加した 

３．3 回以上参加した 

４．開催を知らなかった 

５．覚えていない 

６．参加したことはない 

問９ 問８で参加したと回答された 

方は、参加された理由は何ですか。 

 （〇は１つだけ） 
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

１．自らの意思 

２．職場や地域の参加割り当て 

３．友人、知人に誘われた 

４．その他（具体的に： ） 

問 11 次のような人権に関する宣言・

法律・制度を知っていますか？次の

1 から 10 の項目について、あては

まる欄に〇をつけてください。（〇

はひとつだけ） 

1.世界人権宣言 

1948年（昭和 23年）12 月、国連

総会において国際的な人権宣言と

して採択されました。市民的・政治

的自由のほか経済的・社会的な権利

について、各国が達成すべき基準を

定めています。 

2.障害者差別解消法 

正式名称は「障害を理由とする差

別の解消の推進に関する法律」で、

平成 28 年 4 月施行。障がいを理由

とする差別の解消を推進し、すべて

の国民が相互に人格と個性を尊重

し合える共生社会の実現を目指す

法律です。行政機関や事業者（お店）

に対して、障がいのある人への不当

な差別的取扱いの禁止、合理的配慮

の提供＊を義務付けています。 

＊障がいのある人から何らかの

配慮を求められた場合、社会的障壁

を取り除くために、負担が重すぎな

い範囲で対応すること。 

3.ヘイトスピーチ解消法 

正式名称は「本邦外出身者に対す

る不当な差別的言動の解消に向け

た取組の推進に関する法律」で、平

１．自らの意思 

２．職場や地域の参加割り当て 

３．友人、知人に誘われた 

４．その他（具体的に： ） 
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

成 28 年 6 月施行。特定の民族や国

籍の人々に対する差別的言動（ヘイ

トスピーチ）の解消を目的とした法

律です。国や地方公共団体に対し

て、差別的言動や啓発活動の実施の

ほか、相談体制の整備や被害者支援

を求めています。 

4.部落差別解消推進法 

正式名称は「部落差別の解消の推

進に関する法律」で、平成 28年 12

月施行。現在もなお部落差別は存在

し、それは許されないものであると

の認識のもと、その解消を推進し部

落差別のない社会を実現すること

を目指す法律です。国や地方公共団

体に対して、教育及び啓発活動の実

施、相談体制の充実、部落差別の実

態調査の実施を求めています。 

5.性的マイノリティ（LGBT）理解増

進法 

正式名称は「性的指向及びジェン

ダーアイデンティティの多様性に

関する国民の理解の増進に関する

法律」で、令和 5 年 6月施行。性的

指向*1 及びジェンダーアイデンテ

ィティ*2の多様性への理解を深め、

寛容な社会の実現を目指す法律で

す。 

*1 恋愛や性愛の対象がどの性別

に向かうかを示す概念です。 

*2「性自認」とも呼ばれ、自分の

性別をどのように認識しているか

を示す概念です。 

6.児童の権利に関する条約（こども

の権利条約） 
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

こどもの基本的人権を国際的に

保障しています。18歳未満のこども

を権利をもつ主体と位置づけ、大人

と同様にひとりの人間としての人

権を認めるとともに、成長の過程で

特別な保護や配慮が必要なこども

ならではの権利も定めています。平

成元年 11 月に国連総会で採択さ

れ、日本は平成 6年 4月に批准しま

した。 

7.情報流通プラットフォーム対処

法（情プラ法） 

正式名称は「特定電気通信による

情報の流通によって発生する権利

侵害等への対処に関する法律」で、

令和 7 年 4 月に改正法施行。改正に

より、大手 SNS等事業者に対し、申

出を受けて人権侵害情報を削除す

る際、対応の迅速化（窓口の整備、

申出者への期間内の通知など）と、

運用状況の透明化（削除基準の策

定、侵害情報発信者への通知など）

が義務付けられました。 

8.大垣市人権を尊重する都市宣言 

1994年（平成 6 年）9月、市議会

の議決に基づき、大垣市は「人権を

尊重する都市宣言」を行いました。

この宣言により、人権が永久に侵さ

れることのないよう、自ら人権意識

を高め、すべての市民がかけがえの

ない存在として互いに尊重し合う、

平和で差別のない都市の実現をめ

ざす決意を表明しました。 

9.岐阜県パートナーシップ宣誓制

度 
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

 パートナーシップ関係にある二

人（性的少数者や事実婚カップル）

が、知事に対して宣誓し、県から宣

誓者へ「受領証」を交付する制度で、

令和 5 年 9 月から開始されました。

宣誓者は受領証を提示することに

より、行政や民間において、一定の

範囲で婚姻関係や事実婚と同等の

サービスを利用することができま

す。 

10.本人通知制度 

 この制度は、戸籍等の不正取得の

早期発見・早期究明、不正取得をと

どまらせる抑止効果を目的として

作られた制度です。市役所に事前登

録した人に対し、その人の住民票の

写しや戸籍の謄抄本などを第三者

に交付した場合に、市役所から交付

した事実を登録者に対し通知する

ものです。 

２．女性の人権について 

問 12 次のうち、女性の人権につい 

て特に問題があると思われること 

は何ですか。（○は３つまで） 

 １．「男は仕事、女は家庭」などの性

別による固定的な役割分担意識

があること 

２．採用、昇進、昇給など、職場に

おける男女の待遇に違いがある

こと 

３．家事・育児や介護など、男女が

共同して担うことができる社会

の仕組みが十分整備されていな

いこと 

４．配偶者やパートナーからの暴

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ.女性の人権について 

問 10 次のうち、女性の人権につい 

て特に問題があると思われること 

は何ですか。（○は３つまで） 

 １．「男は仕事、女は家庭」というよ

うな、男女の固定的な役割分担意

識を他の人に押し付けること 

２．採用、昇進、昇給など、職場に

おける男女の待遇に違いがある

こと 

 

 

 

 

３．ドメスティック・バイオレンス
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

力・暴言を受けること（ドメステ

ィック・バイオレンス（ＤＶ）） 

５．セクシュアル・ハラスメントや

マタニティ・ハラスメントを受け

ること 

６．ストーカー行為、痴漢行為を受

けること 

７．売春・買春・援助交際があるこ

と  

８．メディアで、内容に関係なく女

性の水着姿、裸体などが掲載され

ること 

９．地域社会における行事などで、

女性の参加制限などの習慣やし

きたりがあること 

10．特に問題だと思うことはない 

11．わからない 

12．その他（具体的に： ） 

問 13 あなたは、女性の人権を尊重す

るのに必要なことは、どのようなこ

とだと思いますか。（○は３つまで） 

１．雇用、昇進、昇給などの男女平

等などを実現する 

２．家庭生活と職場の両立が容易に

なるような就労環境の整備を図

る 

３．女性の人権に関する相談窓口や

電話相談を充実する 

４．女性の人権を尊重するための啓

発・広報活動を推進する 

５．行政、企業、団体などの政策方

針の決定過程に、女性が多く参加

できるようにする 

６．女性への暴力などの犯罪防止と

取締りを強化する 

（ＤＶ） 

 

４．セクシュアル・ハラスメントや

マタニティ・ハラスメントを受け

ること 

５．ストーカー行為、痴漢行為を受

けること 

６．売春・買春・援助交際があるこ

と  

７．メディアで、内容に関係なく女

性の水着姿、裸体などが掲載され

ること 

８．地域社会における行事などで、

女性の参加制限などの習慣やし

きたりがあること 

９．特に問題だと思うことはない 

10．わからない 

11．その他（具体的に： ） 

問 11 あなたは、女性の人権を尊重す

るのに必要なことは、どのようなこ

とだと思いますか。（○は３つまで） 

１．雇用、昇進、昇給などの男女平

等などを実現する 

 

 

 

２．女性の人権に関する相談窓口や

電話相談を充実する 

３．女性の人権を尊重するための啓

発・広報活動を推進する 

４．行政、企業、団体などの政策方

針の決定過程に、女性が多く参加

できるようにする 

５．女性への暴力などの犯罪防止と

取締りを強化する 
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

７．学校教育や社会教育の場で、男

女平等などを推進するための教

育・学習活動を充実させる 

８．地域の慣習やしきたりを男女平

等などの視点から見直す 

９．特に必要だと思うことはない 

10．わからない 

11．その他（具体的に： ） 

３.子どもの人権について 

問 14 次のうち、こどもの人権につい

て特に問題があると思われるこ

とは何ですか。（○は３つまで） 

 １．「仲間はずれ」や「無視」、容姿

に関する悪口など、相手がいやが

ることをしたり、させたりするな

どのいじめをすること 

２．いじめをしている人や、いじ

められている人を見て見ぬふり

をすること 

３．大人からこどもへの暴力・虐待

（身体的、性的、心理・精神的、育    

児放棄） 

４．大人が、こどもの進路の選択な

どで、こども自身の意思を無視す

ること 

５．こどもを成績や学歴だけで判断

すること 

６．学校での教師による体罰や差別

的な扱い 

７．児童買春、児童ポルノなどの対

象となること 

８．特に問題だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

問 15 あなたが児童虐待を発見した

６．学校教育や社会教育の場で、男

女平等などを推進するための教

育・学習活動を充実させる 

７．地域の慣習やしきたりを男女平

等などの視点から見直す 

８．特に必要だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

Ⅲ.子どもの人権について 

問 12 次のうち、子どもの人権につい

て特に問題があると思われるこ

とは何ですか。（○は３つまで） 

 １．「仲間はずれ」や「無視」、容姿

に関する悪口など、相手がいやが

ることをしたり、させたりするな

どのいじめをすること 

２．いじめをしている人や、いじめ

られている人を見て見ぬふりを

すること 

３．大人から子どもへの暴力・虐待

（身体的、性的、心理・精神的、育

児放棄） 

４．大人が、子どもの進路の選択な

どで、子ども自身の意思を無視す

ること 

５．子どもを成績や学歴だけで判断

すること 

６．学校での教師による体罰や差別

的な扱い 

７．児童虐待、児童買春、児童ポル

ノなどの対象となること 

８．特に問題だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

問 13 あなたが児童虐待を発見した
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

らどうしますか。（○は 1つだけ） 

 １．学校や子ども相談センター、市

の相談窓口などに知らせる 

 ２．警察に通報する。 

３．民生委員・児童委員に知らせる 

４．どこ（誰）に知らせたらいいの

かわからない 

５．他人の家庭のことに口を出さな

いなどの理由で何もしない 

６．その他（具体的に： ） 

問 16 あなたは、こどもの人権を尊重

するのに必要なことは、どのような

ことだと思いますか。（○は３つま

で） 

１．こどもの人権に関する相談窓口

や電話相談を充実する 

２．こどもの人権を尊重するための

啓発・広報活動を推進する 

３．こどもの個性や自主性を尊重す

るような社会をつくる 

４．親の教育力を向上させる 

５．成績だけ重んじる教育のあり方

を改める 

６．教師など指導者の人間性や資質

を高める 

（削除） 

 

 

７．こどもに自分と同じように他人

を大切にする思いやりの心など

を教える 

８．地域の人々他人のこどもに関心

をもって接する 

９．児童買春・児童ポルノなどの取

締りを強化する 

らどうしますか。（○は 1つだけ） 

 １．学校や子ども相談センター、市

の相談窓口などに知らせる 

 ２．警察に通報する。 

３．民生委員・児童委員に知らせる 

４．どこ（誰）に知らせたらいいの

かわからない 

５．他人の家庭のことに口を出さな

いなどの理由で何もしない 

６．その他（具体的に： ） 

問 14 あなたは、子どもの人権を尊重

するのに必要なことは、どのような

ことだと思いますか。（○は３つま

で） 

１．子どもの人権に関する相談窓口

や電話相談を充実する 

２．子どもの人権を尊重するための

啓発・広報活動を推進する 

３．子どもの個性や自主性を尊重す

るような社会をつくる 

４．親の教育力を向上させる 

５．成績だけ重んじる教育のあり方

を改める 

６．教師など指導者の人間性や資質

を高める 

７．子どもに、たくましく生きるた

めの「生きる力」＊を身につけさ

せる 
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

10．特に必要だと思うことはない 

11．わからない 

12．その他（具体的に： ） 

 （削除） 

 

 

 

 

 

 

４．高齢者の人権について 

問 17 次のうち、高齢者の人権につい

て特に問題があると思われること

は何ですか。（○は３つまで） 

１．経済的に自立が困難なこと 

２．働く能力を発揮する機会が少な

いこと 

３．悪質商法や特殊詐欺の被害が多

いこと 

４．家庭内で高齢者に対する虐待

（介護放棄を含む）をすること 

５．病院や介護施設でいじめや虐待

をすること 

６．高齢者を邪魔者扱いし、つまは

じきにすること 

７．高齢者の意見や行動を尊重しな

いこと 

８．特に問題だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

問 18 あなたは、高齢者の人権を尊重

するのに必要なことは、どのような

ことだと思いますか。（○は３つま

で） 

１．高齢者の人権に関する相談窓口

８．特に必要だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

＊「生きる力」とは、変化の激し

いこれからの社会を生きるた

めの、さまざまな問題に積極的

に対応し解決する力、豊かな人

間性、健康や体力といった、知･

徳･体のバランスのとれた力の

ことです 

Ⅳ．高齢者の人権について 

問 15 次のうち、高齢者の人権につい

て特に問題があると思われること

は何ですか。（○は３つまで） 

１．経済的に自立が困難なこと 

２．働く能力を発揮する機会が少な

いこと 

３．悪質商法の被害が多いこと 

 

４．家庭内で高齢者に対する虐待

（介護放棄を含む）をすること 

５．病院や介護施設でいじめや虐待

をすること 

６．高齢者を邪魔者扱いし、つまは

じきにすること 

７．高齢者の意見や行動を尊重しな

いこと 

８．特に問題だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

問 16 あなたは、高齢者の人権を尊重

するのに必要なことは、どのような

ことだと思いますか。（○は３つま

で） 

１．高齢者の人権に関する相談窓口
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

や電話相談を充実する 

２．高齢者の人権を尊重するための

啓発・広報活動を推進する 

３．福祉サービスや制度の充実など

により、高齢者が自立して生活し

やすい環境を整備する 

４．高齢者が経験を活かして働ける

機会（場所）を確保する 

５．高齢者が犯罪にあわないための

取り組みをする 

６．学校や家庭、地域で、高齢者に

対する尊敬や感謝の心を育てる

機会を設ける 

７．高齢者と他の世代との交流を促

進する 

８．特に必要だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

５．障がいのある人の人権について 

問 19 次のうち、障がいのある人の人

権について特に問題があると思わ

れることは何ですか。（○は３つま

で） 

１．差別的な発言や行動を受けた

り、配慮のない対応をされること 

２．外出の際に、道路に段差があっ

たり、建物に入るときなどに不便

をともなうこと 

３．結婚や就職、職場で不利な扱い

を受けること 

４．職場や学校などでいやがらせや

いじめを受けること 

５．働ける場所や機会が少ないこと 

６．スポーツや文化活動、地域活動

などに気軽に参加できないこと 

や電話相談を充実する 

２．高齢者の人権を尊重するための

啓発・広報活動を推進する 

３．福祉サービスや制度の充実など

により、高齢者が自立して生活し

やすい環境を整備する 

４．高齢者が経験を活かして働ける

機会（場所）を確保する 

５．高齢者が犯罪にあわないための

取り組みをする 

６．学校や家庭、地域で、高齢者に

対する尊敬や感謝の心を育てる

機会を設ける 

７．高齢者と他の世代との交流を促

進する 

８．特に必要だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

Ⅴ．障がいのある人の人権について 

問 17 次のうち、障がいのある人の人

権について特に問題があると思わ

れることは何ですか。（○は３つま

で） 

１．差別的な発言や行動を受けた

り、自立を阻害されること 

２．外出の際に、道路に段差があっ

たり、建物に入るときなどに不便

をともなうこと 

３．結婚や就職、職場で不利な扱い

を受けること 

４．学校などでいやがらせやいじめ

を受けること 

５．働ける場所や機会が少ないこと 

６．スポーツや文化活動、地域活動

などに気軽に参加できないこと 
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

７．障がいのある人の暮らしに適し

た住宅が身近にないこと 

８．障がいのある人の生活を支援す

る福祉サービスが十分でないこ

と 

９．アパートなどへの入居を拒否さ

れること 

10. じろじろ見られたり、避けられ

たりすること 

11．特に問題だと思うことはない 

12．わからない 

13.その他（具体的に： ） 

問 20 あなたは、障がいのある人の人

権を尊重するのに必要なことは、ど

のようなことだと思いますか。（○

は３つまで） 

 １．障がいのある人の人権を尊重す

るための教育・啓発活動を推進す

る 

２．バリアフリー化やユニバーサル

デザイン化を促進し、安心して外

出できるようにする 

３．障がいのある人の就労機会や働

く場を確保する 

４．障がいのある人の人権に関する

相談窓口や電話相談を充実する 

５．障がいのある人とない人との交

流を促進する 

６．障がいのある人が地域活動など

に参加しやすい環境を整備する 

７．障がいのある人が必要とする福

祉サービスや施設を充実する 

８．特に必要だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

７．障がいのある人の暮らしに適し

た住宅が身近にないこと 

８．障がいのある人の生活を支援す

る福祉サービスが十分でないこ

と 

９．アパートへの入居や飲食店など

への入店を拒否されること 

10. じろじろ見られたり、避けられ

たりすること 

11．特に問題だと思うことはない 

12．わからない 

13.その他（具体的に： ） 

問 18 あなたは、障がいのある人の人

権を尊重するのに必要なことは、ど

のようなことだと思いますか。（○

は３つまで） 

 １．障がいのある人の人権を尊重す

るための教育・啓発活動を推進す

る 

２．バリアフリー化やユニバーサル

デザイン化を促進し、安心して外

出できるようにする 

３．障がいのある人の就労機会や働

く場を確保する 

４．障がいのある人の人権に関する

相談窓口や電話相談を充実する 

５．障がいのある人とない人との交

流を促進する 

６．障がいのある人が地域活動など

に参加しやすい環境を整備する 

７．障がいのある人が必要とする福

祉サービスや施設を充実する 

８．特に必要だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

（削除）（問 11 で調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．部落差別（同和問題）による人権

について 

問 19 国では、平成 28 年 4 月に、「障

害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律（障害者差別解消法＊

1）」が施行されました。 

あなたは、この法律を知っていま

すか。（○は 1つだけ） 

１．知っている 

２．法律の名前は聞いたことがある

が、内容までは知らない 

３．知らない 

＊1障害者差別解消法は、一人ひ

とりが障がいについて理解し、

障がいを理由とした不当な区

分や制限といった差別に気付

き、障がいのある人もない人も

分け隔てなく共に安心して暮

らせる社会（＝共生社会）を実

現することを目的として、障が

いのある人に対する、行政機関

（国・都道府県・市町村）や民

間事業者（会社やお店等）によ

る「不当な差別的取扱いの禁

止」や「合理的配慮の提供」＊

2 について定められています。 

＊2「合理的配慮の提供」とは、行

政機関、会社、お店などの事業

者に対して、障がいのある人か

ら、社会の中にあるバリアを取

り除くために何らかの対応を

必要としているとの意思が伝

えられたときに、負担が重すぎ

ない範囲で対応することをい

います。 

Ⅵ．部落差別（同和問題）による人権

について 
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令和 8年度調査 令和 4年度調査 

問 20 部落差別又は同和問題といわ

れるものがどういう内容のものか

知っていますか。（○は１つだけ） 

 

 １．知っている 

２．なんとなく知っている 

３．知らない 

問 22 部落差別が不当な差別である

ことを知っていますか。（○は１つ

だけ） 

 １．知っている ⇒問 23 へ 

２．知らない ⇒問 24 へ 

３．部落差別は不当な差別ではない 

           ⇒問 24 へ 

問 23 あなたが部落差別（同和問題）

や同和地区についてはじめて知っ

たきっかけは何ですか。（○は１つ

だけ） 

 １．家族から聞いた 

２．親戚の人から聞いた 

３．近所の人から聞いた 

４．職場の人から聞いた 

５．友人から聞いた 

６．学校の授業で教わった 

７．テレビ、ラジオ、新聞、本など

で知った 

８．インターネットで知った 

９．部落差別（同和問題）の集会や

研修会で知った 

10．県や市町村の広報紙や冊子など

で知った 

11．覚えていない  

12．部落差別（同和問題）や同和地

区のことを知らない 

13．その他（具体的に： ） 

問 20 部落差別又は同和問題といわ

れているものがどういう内容のも

のか知っていますか。（○は１つだ

け） 

 １．知っている 

２．何となく知っている 

３．知らない 

問 21 部落差別が不当な差別である

ことを知っていますか。（○は１つ

だけ） 

 １．知っている 

２．知らない 

３．部落差別は不当な差別ではない 

 

問 22 あなたが部落差別（同和問題）

や同和地区についてはじめて知っ

たきっかけは何ですか。（○は１つ

だけ） 

 １．家族から聞いた 

２．親戚の人から聞いた 

３．近所の人から聞いた 

４．職場の人から聞いた 

５．友人から聞いた 

６．学校の授業で教わった 

７．テレビ、ラジオ、新聞、本など

で知った 

８．インターネットで知った 

９．部落差別（同和問題）の集会や

研修会で知った 

10．県や市町村の広報紙や冊子など

で知った 

11．覚えていない  

12．部落差別（同和問題）や同和地

区のことを知らない 

13．その他（具体的に： ） 
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問 24 現在でも部落差別があると思

いますか。（○は１つだけ） 

 １．部落差別はいまだにある 

２．部落差別はもはや存在しない 

問 25 問 24 で「１.部落差別はいま

だにある」を選択された方にお聞き

します。どのような場面、事例で部

落差別はあると思いますか。（○は

いくつでも） 

 １．結婚や交際 

２．就職や職場 

３．戸籍 

４．落書き、貼り紙 

５．悪口 

６．インターネット上の書き込み 

７．旧同和地区名の公表 

８．その他（具体的に： ） 

問 26 仮に、あなたが結婚しようとす

る相手が同和地区出身者の人であ

るとわかった場合、あなたはどうし

ますか。（○はあなたの気持ちにい

ちばん近いものに１つだけ） 

１．同和地区の人であるかないか    

は関係なく結婚をする 

２．家族、親戚などの反対があれば

結婚しない 

３．絶対に結婚しない 

４．その状況にならないとわからな  

 い 

５．その他（具体的に： ） 

問 27 仮に、あなたのお子さんが（い

らっしゃらない場合は、いると仮定

してお考えください。）、同和地区出

身者の人と結婚するとしたら、あな

たはどうしますか。（○はあなたの

問 23 現在でも部落差別があると思

いますか。（○は１つだけ） 

 １．部落差別はいまだにある 

２．部落差別はもはや存在しない 

問 24 問 23 で「１.部落差別はいま

だにある」を選択された方にお聞き

します。どのような場面、事例で部

落差別はあると思いますか。（○は

いくつでも） 

 １．結婚や交際 

２．就職や職場 

３．戸籍 

４．落書き、貼り紙 

５．悪口 

６．インターネット上の書き込み 

７．旧同和地区名の公表 

８．その他（具体的に： ） 

問 25 仮に、あなたが結婚しようとす

る相手が同和地区出身者の人であ

るとわかった場合、あなたはどうし

ますか。（○はあなたの気持ちにい

ちばん近いものに１つだけ） 

１．同和地区の人であるかないか    

は関係なく結婚をする 

２．家族、親戚などの反対があれば

結婚しない 

３．絶対に結婚しない 

４．その状況にならないとわからな  

 い 

５．その他（具体的に： ） 

問 26 仮に、あなたのお子さんが（い

らっしゃらない場合は、いると仮定

してお考えください。）、同和地区出

身者の人と結婚するとしたら、あな

たはどうしますか。（○はあなたの
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気持ちにいちばん近いものに１つ

だけ） 

 １．同和地区の人であるかないかは

関係なく結婚を祝福する 

２．こだわりはあるが、こどもの意

思を尊重して結婚を認める 

３．家族、親戚などの反対があれば

結婚を認めない 

４．絶対に結婚を認めない 

５．その状況にならないとわからな  

 い 

６．その他（具体的に： ） 

問 28 部落差別（同和問題）について、

あなたはどう考えますか。（○はあ

なたの考え方にいちばん近いもの

に 1つだけ） 

１．とても難しい問題なので、でき

るだけ避けていきたい 

２．人間の自由や平等に関する問題

なので、解決のために努力したい 

３．国や自治体の取り組みに、でき

る範囲で協力したい 

４．部落差別の現状について、もっ

と知りたい 

５．同和地区の人の問題であり、自

分には関係ない 

６．あまりさわがずそっとしておけ

ばよい 

７．特に関心はない 

８．わからない 

９．その他（具体的に： ） 

問 29 あなたは、今後の部落差別（同

和問題）について、どのような取り

組みが重要だと思いますか。（○は

３つまで） 

気持ちにいちばん近いものに１つ

だけ） 

 １．同和地区の人であるかないかは

関係なく結婚を祝福する 

２．こだわりはあるが、子どもの意

思を尊重して結婚を認める 

３．家族、親戚などの反対があれば

結婚を認めない 

４．絶対に結婚を認めない 

５．その状況にならないとわからな  

 い 

６．その他（具体的に： ） 

問 27 部落差別（同和問題）について、

あなたはどう考えますか。（○はあ

なたの考え方にいちばん近いもの

に 1つだけ） 

１．とても難しい問題なので、でき

るだけ避けていきたい 

２．人間の自由や平等に関する問題

なので、解決のために努力したい 

３．国や自治体の取り組みに、でき

る範囲で協力したい 

４．部落差別の現状について、もっ

と知りたい 

５．同和地区の人の問題であり、自

分には関係ない 

６．あまりさわがずそっとしておけ

ばよい 

７．特に関心はない 

８．わからない 

９．その他（具体的に： ） 

問 28 あなたは、今後の部落差別（同

和問題）について、どのような取り

組みが重要だと思いますか。（○は

３つまで） 
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 １．同和地区の生活環境をよくする 

２．同和地区の人々の収入の安定向

上を図る 

３．学校や地域における人権同和教

育や啓発活動を積極的に行う 

４．特に根強い結婚差別、就職差別

を解消する取り組みを積極的に

行う 

５．同和問題に関する意識を高め、

積極的に地域の交流をはかる 

６．同和問題に関わる人権相談、生

活相談などを充実する 

７．えせ同和行為＊を排除する取り

組みを行う 

８．インターネットを利用した差別

を助長するような情報の防止対

策を充実する 

９．部落差別（同和問題）に関する

条例などの整備を行う 

10．そっとしておけば差別は自然に

なくなる 

11．どのようにしても差別はなくな

らない 

12．特に、重要な取り組みは思いつ

かない 

13．その他（具体的に： ） 

  ＊えせ同和行為とは、部落差別

（同和問題）を口実として行われ

る不法、不当な行為の要求のこと

です 

問 30 あなたは、部落差別（同和問

題）を解消するために、教育・啓発

活動を今後どのようにしたらよい

と思いますか。（○は 1 つだけ） 

 １．積極的に行うべきである 

 １．同和地区の生活環境をよくする 

２．同和地区の人々の収入の安定向

上を図る 

３．学校や地域における人権同和教

育や啓発活動を積極的に行う 

４．特に根強い結婚差別、就職差別

を解消する取り組みを積極的に

行う 

５．同和問題に関する意識を高め、

積極的に地域の交流をはかる 

６．同和問題に関わる人権相談、生

活相談などを充実する 

７．えせ同和行為＊を排除する取り

組みを行う 

８．インターネットを利用した差別

を助長するような情報の防止対

策を充実する 

 

 

９．そっとしておけば差別は自然に

なくなる 

10．どのようにしても差別はなくな

らない 

11．特に、重要な取り組みは思いつ

かない 

12．その他（具体的に： ） 

  ＊えせ同和行為とは、部落差別

（同和問題）を口実として行われ

る不法、不当な行為の要求のこと

です 

問 29 あなたは、部落差別（同和問

題）を解消するために、教育・啓発

活動を今後どのようにしたらよい

と思いますか。（○は 1 つだけ） 

 １．積極的に行うべきである 
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２．行うべきではあるが、方法や内

容を変えるべきである 

３．今のままで十分である 

４．あまり行わない方がよい 

５．行うべきではない 

６．部落差別（同和問題）を解消す

る必要はない 

７．わからない 

８．その他（具体的に： ） 

（削除）（問 11 で調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．外国人の人権について 

問 31 次のうち、外国人の人権につい

て特に問題があると思われること

は何ですか。（○は３つまで） 

２．やるべきではあるが、方法や内

容を変えるべきである 

３．今のままで十分である 

４．あまりやらない方がよい 

５．やるべきではない 

６．部落差別（同和問題）を解消す

る必要はない 

７．わからない 

８．その他（具体的に： ） 

問 30 国では、平成 28 年 12 月に、

「部落差別の解消の推進に関する

法律（部落差別解消推進法）」＊が施

行されました。あなたはこの法律を

知っていますか。（○は１つだけ） 

１．知っている 

２．法律の名前は聞いたことがある

が、内容までは知らない 

３．知らない 

＊「部落差別解消推進法」は、部

落差別のない社会を実現する

ことを目的として施行されま

した。部落差別の解消に関する

施策は、その必要性について国

民一人一人の理解を深めなが

ら、行わなければなりません。

また、教育や啓発など、具体的

な施策の実施にあたっては、地

域社会の実情を踏まえるとと

もに、新たな差別を生むことが

ないように留意することが求

められています。 

Ⅶ．外国人の人権について 

問 31 次のうち、外国人の人権につい

て特に問題があると思われること

は何ですか。（○は３つまで） 
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 １．ヘイトスピーチなど、外国人に

対する差別的な言動をすること 

２．就職、職場などで不利な扱いを

受けること 

３．結婚問題で周囲から反対を受け

ること 

４．住宅を容易に借りることができ

ないこと 

５．言語や慣習が違うことで、地域

社会に受け入れられにくいこと 

６．外国人の子どもが、十分な教育

を受けられないこと 

７．日本語を十分理解できないた

め、日常生活に必要な情報が容易

に得られないこと 

８．じろじろ見られたり、避けられ

たりすること 

９．特に問題だと思うことはない 

10．わからない 

11．その他（具体的に： ） 

問 32 あなたは、外国人の人権を尊重

するのに必要なことは、どのような

ことだと思いますか。（○は３つま

で） 

 １．外国人に対する理解を深めるた

めの教育・啓発活動、交流事業を

推進する 

２．外国人のための就労の機会や賃

金、労働条件の平等を確保する 

３．外国人との結婚に対する偏見を

なくす 

４．外国人の住宅の確保を容易にす  

 る 

５．外国人のための相談体制を充実

する 

 １．ヘイトスピーチなど、外国人に

対する差別的な言動をすること 

２．就職、職場などで不利な扱いを

受けること 

３．結婚問題で周囲から反対を受け

ること 

４．住宅を容易に借りることができ

ないこと 

５．言語や慣習が違うことで、地域

社会に受け入れられにくいこと 

６．外国人の子どもが、十分な教育

を受けられないこと 

７．日本語を十分理解できないた

め、日常生活に必要な情報が容易

に得られないこと 

８．じろじろ見られたり、避けられ

たりすること 

９．特に問題だと思うことはない 

10．わからない 

11．その他（具体的に： ） 

問 32 あなたは、外国人の人権を尊重

するのに必要なことは、どのような

ことだと思いますか。（○は３つま

で） 

 １．外国人に対する理解を深めるた

めの教育・啓発活動、交流事業を

推進する 

２．外国人のための就労の機会や賃

金、労働条件の平等を確保する 

３．外国人との結婚に対する偏見を

なくす 

４．外国人の住宅の確保を容易にす  

 る 

５．外国人のための相談体制を充実

する 
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６．外国人の子どもに日本語教室を

設けるなど教育環境を充実する 

７. 外国人のための日本語学習の

機会を設けたり、日常生活に必要

な情報を自国の言語により提供

する 

８．特に必要だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

（削除）（問 11 で調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．感染症（エイズ患者、ＨＩＶ感染

者＊1、ハンセン病患者＊2 等）に関

連した人権について 

 

問 33 次のうち、感染症患者等の人権

６．外国人の子どもに日本語教室を

設けるなど教育環境を充実する 

７. 外国人のための日本語学習の

機会を設けたり、日常生活に必要

な情報を自国の言語により提供

する 

８．特に必要だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

問 33 国では、平成 28 年 6 月に、「本

邦外出身者に対する不当な差別的

言動の解消に向けた取り組みの推

進に関する法律（ヘイトスピーチ解

消法）」＊が施行されました。あなた

は、この法律を知っていますか。（○

は 1つだけ） 

 １．知っている 

２．法律の名前は聞いたことがある

が、内容までは知らない 

３．知らない 

＊「ヘイトスピーチ解消法」は、

本邦外の出身者であることを

理由として排除することを先

導する不当な差別的言動の解

消を目的として施行されまし

た。ヘイトスピーチを無くし、

すべての人がお互いに人権や

民族の違いを尊重しあい共生

する社会を築いていくことが

求められています。 

ⅩⅢ．感染症（エイズ患者、ＨＩＶ感

染者＊1、ハンセン病患者＊2、新型

コロナウイルス感染者等）に関連し

た人権について 

問 34 次のうち、感染症患者等の人権
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について特に問題があると思われ

ることは何ですか。（○は３つまで） 

１．病院での治療・入院、宿泊、ア

パートなどの入居を断られるこ

と 

２．無断でエイズ検査などをするこ 

 と 

３．差別的な発言・行動をすること 

４．結婚や就職、職場などにおいて

不利な扱いを受けること 

５．悪いうわさや感染情報が他人に

伝えられること 

６．世間から好奇または偏見の目で

見られること 

７．特に問題だと思うことはない 

８．わからない 

９．その他（具体的に：  ） 

＊1ＨＩＶとは、ヒト免疫不全ウ

イルスのことで、エイズ（後天

性免疫不全症候群）の原因とな

るウイルスです。 

＊2ハンセン病とは、「らい菌」に

よって引き起こされる感染症

で、現在は、早期発見、早期治

療により、後遺症を残さず治る

病気です。 

問 34 あなたは感染症患者等の人権

を尊重するのに必要なことは、どの

ようなことだと思いますか。（○は

３つまで） 

１．感染症に対する理解を深めるた

めの教育・啓発活動を推進する 

２．プライバシーに配慮した医療・

カウンセリング体制を充実する 

３．医療関係者に対する人権研修を

について特に問題があると思われ

ることは何ですか。（○は３つまで） 

１．病院での治療・入院、宿泊、ア

パートなどの入居を断られるこ

と 

２．無断でエイズ検査などをするこ 

 と 

３．差別的な発言・行動をすること 

４．結婚や就職、職場などにおいて

不利な扱いを受けること 

５．悪いうわさや感染情報が他人に

伝えられること 

６．世間から好奇または偏見の目で

見られること 

７．特に問題だと思うことはない 

８．わからない 

９．その他（具体的に：  ） 

＊1ＨＩＶとは、ヒト免疫不全ウ

イルスのことで、エイズ（後天

性免疫不全症候群）の原因とな

るウイルスです。 

＊2ハンセン病とは、「らい菌」に

よって引き起こされる感染症

で、現在は、早期発見、早期治

療により、後遺症を残さず治る

病気です。 

問 35 あなたは感染症患者等の人権

を尊重するのに必要なことは、どの

ようなことだと思いますか。（○は

３つまで） 

１．感染症に対する理解を深めるた

めの教育・啓発活動を推進する 

２．プライバシーに配慮した医療・

カウンセリング体制を充実する 

３．医療関係者に対する人権研修を
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推進する 

４．学校において感染症に関する正

しい知識を教える 

５．感染症患者等が社会復帰しやす

い環境づくりや就職の機会を確

保する 

６．感染症患者等の生活支援や経済

的支援をする 

７．感染症患者等の相談体制を充実

する 

８．特に必要だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

問 35 ハンセン病患者等の人権尊重

や名誉回復のために必要なことは、

どのようなことだと思いますか。

（○は３つまで） 

 １．ハンセン病に関するパンフレッ

トやチラシを作成する 

２．新聞・テレビ・ラジオ等を利用

して普及啓発をする 

３．ハンセン病週間を中心に、積極

的な啓発活動を行う 

４．ハンセン病に関する講演会を開

催する 

５．ハンセン病に関する副読本（参

考書）を作成する 

６．ハンセン病療養所入所者を訪問

する機会をつくる 

７．ハンセン病に関するボランティ

アの機会をつくる 

８．ハンセン病患者等との交流の機

会をつくる 

９．特に必要だと思うことはない 

10．わからない 

推進する 

４．学校において感染症に関する正

しい知識を教える 

５．感染症患者等が社会復帰しやす

い環境づくりや就職の機会を確

保する 

６．感染症患者等の生活支援や経済

的支援をする 

７．感染症患者等の相談体制を充実

する 

８．特に必要だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

問 36 ハンセン病患者等の人権尊重

や名誉回復のために必要なことは、

どのようなことだと思いますか。

（○は３つまで） 

 １．ハンセン病に関するパンフレッ

トやチラシを作成する 

２．新聞・テレビ・ラジオ等を利用

して普及啓発をする 

３．ハンセン病週間を中心に、積極

的な啓発活動を行う 

４．ハンセン病に関する講演会を開

催する 

５．ハンセン病に関する副読本（参

考書）を作成する 

６．ハンセン病療養所入所者を訪問

する機会をつくる 

７．ハンセン病に関するボランティ

アの機会をつくる 

８．ハンセン病患者等との交流の機

会をつくる 

９．特に必要だと思うことはない 

10．わからない 
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11．その他（具体的に： ） 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．その他（具体的に： ） 

問 37 次のうち、新型コロナウイルス

感染症に関する人権について特に

問題があると思われることは何で

すか。（○は３つまで） 

１．医療機関やその従事者、家族が

うわさをされたり、誹謗（ひぼう）

中傷を受けたりすること 

２．医療機関やその従事者、家族が

出勤、登校等を拒否されること 

３．感染者やその家族がうわさをさ

れたり、誹謗中傷を受けたりする

こと 

４．感染者やその家族が出勤、登校

等を拒否されること 

５．感染者が発生した学校・店舗や

その関係者等が誹謗中傷を受け

たり、営業を妨げられたりするこ

と 

６．感染者やその関係者等に関し

て、個人情報や誹謗中傷・デマが

インターネット・ＳＮＳ上に拡散

されること 

７．外国人であることを理由とし

て、不当な取り扱いをされること 

８．県外居住者や県外からの移動者

が嫌がらせを受けたり、非難され

たりすること 

９．様々な事情により感染症対策等

（マスクの着用、ワクチン接種

等）をとれない・とらない人が不

当な取り扱いをされたり、誹謗中

傷を受けたりすること 

10．特に問題だと思うことはない 

11．わからない 
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９．刑を終えて出所した人の人権につ

いて 

問 36 罪や非行を犯した人が、罪をつ

ぐなって社会復帰を図ろうとした

場合、どのような問題があると思い

ますか。（○は１つだけ） 

１．更生した人たちに対する誤った

認識や偏見が存在していること 

２．就職することが難しく、経済的

な自立生活が営めないこと 

３．就職や職場などで不利な扱いを

されること 

４．アパートなどに入居できないこ  

 と 

５．結婚問題で周囲に反対されるこ  

 と 

６．メールやインターネットで悪質

な書き込みやいやがらせをされ

ること 

７．特に問題があると思うことはな  

 い 

８．わからない 

９．その他（具体的に： ） 

問 37 日頃から親しくつきあってい

た人が、刑を終えて出所した人であ

るとわかったときあなたはどうし

ますか。（○は１つだけ） 

１．これまでと同じように、親しく

つきあう 

２．つきあいは変わらないが、いろ

いろ気をつかってつきあう 

３．表面的にはつきあうが、できる

だけつきあいを避けていく 

４．つきあいをやめてしまう 

12．その他（具体的に： ） 

ⅠⅩ．刑を終えて出所した人の人権に

ついて 

問 38 罪や非行を犯した人が、罪をつ

ぐなって社会復帰を図ろうとした

場合、どのような問題があると思い

ますか。（○は１つだけ） 

１．更生した人たちに対する誤った

認識や偏見が存在していること 

２．就職することが難しく、経済的

な自立生活が営めないこと 

３．就職や職場などで不利な扱いを

されること 

４．アパートなどに入居できないこ  

 と 

５．結婚問題で周囲に反対されるこ  

 と 

６．メールやインターネットで悪質

な書き込みやいやがらせをされ

ること 

７．特に問題があると思うことはな  

 い 

８．わからない 

９．その他（具体的に： ） 

問 39 日頃から親しくつきあってい

た人が、刑を終えて出所した人であ

るとわかったときあなたはどうし

ますか。（○は１つだけ） 

１．これまでと同じように、親しく

つきあう 

２．つきあいは変わらないが、いろ

いろ気をつかってつきあう 

３．表面的にはつきあうが、できる

だけつきあいを避けていく 

４．つきあいをやめてしまう 
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５．わからない 

６．その他（具体的に： ） 

10．犯罪被害者とその家族の人権につ

いて 

問 38 次のうち、犯罪被害者やその家

族の人権侵害について特に問題が

あると思われることは何ですか。

（○は３つまで） 

１．犯罪行為によって精神的・経済

的（転居、離職など）負担を受け

ること 

２．犯罪被害者などが人権侵害の相

談をする公的機関の対応が十分

でないこと 

３．過剰な取材によってプライバシ

ーの侵害を受けたり、私生活の平

穏が保てなくなること 

４．事件のことに関して、周囲にう

わさ話をされること 

５．捜査や刑事裁判において精神的

負担を受けること 

６．刑事裁判手続きに犯罪被害者や

家族の声が十分反映されていな

いこと 

７．特に問題だと思うことはない 

８．わからない 

９．その他（具体的に： ） 

問 39 あなたは、犯罪被害者やその家

族の人権を尊重するのに必要なこ

とは、どのようなことだと思います

か。（○は３つまで） 

 １．犯罪被害者などに経済的な支援

を行う 

 

２．犯罪被害者などのための人権に

５．わからない 

６．その他（具体的に： ） 

Ⅹ．犯罪被害者とその家族の人権につ

いて 

問 40 次のうち、犯罪被害者やその家

族の人権侵害について特に問題が

あると思われることは何ですか。

（○は３つまで） 

１．犯罪行為によって精神的・経済

的（転居、離職など）負担を受け

ること 

２．犯罪被害者やその家族が人権侵

害の相談をする公的相談機関の

対応が十分でないこと 

３．過剰な取材によってプライバシ

ーの侵害を受けたり、私生活の平

穏が保てなくなること 

４．事件のことに関して、周囲にう

わさ話をされること 

５．捜査や刑事裁判において精神的

負担を受けること 

６．刑事裁判手続きに犯罪被害者や

家族の声が十分反映されていな

いこと 

７．特に問題だと思うことはない 

８．わからない 

９．その他（具体的に： ） 

問 41 あなたは、犯罪被害者やその家

族の人権を尊重するのに必要なこ

とは、どのようなことだと思います

か。（○は３つまで） 

 

 

 

１．犯罪被害者などのための人権に
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関する相談窓口や電話相談を充

実する 

３．犯罪被害者などの人権を尊重す

るための啓発・広報活動を推進す

る 

（１.へ移動） 

 

４．犯罪被害者などへの支援が必要

な場合のために、警察職員などの

教育や訓練を充実する 

５．精神的被害に対応するためのカ

ウンセリングを充実する 

６．捜査や刑事裁判において犯罪被

害者などに配慮した施策を行う 

７．犯罪被害者などの人権に配慮し

た報道や取材を行う 

８．犯罪予防・防止のための施策を

充実する 

９．特に必要だと思うことはない 

10．わからない 

11．その他（具体的に：  ） 

11．インターネットによる人権につい  

 て 

問 40 次のうち、インターネットを利

用した人権侵害について特に問題

があると思われることは何ですか。

（○は３つまで） 

 １．他人への誹謗（ひぼう）中傷や

差別的な表現などが掲載される

こと 

 （７.へ移動） 

 

 

２．匿名性や情報発信の容易さから、

無責任な発言をすること 

関する相談窓口や電話相談を充

実する 

２．犯罪被害者などの人権を尊重す

るための啓発・広報活動を推進す

る 

３．犯罪被害者などに経済的な支援

を行う 

４．犯罪被害者などへの支援が必要

な場合のために、警察職員などの

教育や訓練を充実する 

５．精神的被害に対応するためのカ

ウンセリングを充実する 

６．捜査や刑事裁判において犯罪被

害者などに配慮した施策を行う 

７．犯罪被害者などの人権に配慮し

た報道や取材を行う 

８．犯罪予防・防止のための施策を

充実する 

９．特に必要だと思うことはない 

10．わからない 

11．その他（具体的に：  ） 

Ⅺ．インターネットによる人権につい  

 て 

問 42 次のうち、インターネットを利

用した人権侵害について特に問題

があると思われることは何ですか。

（○は３つまで） 

 １．他人への誹謗（ひぼう）中傷や

差別的な表現などが掲載される

こと 

２．被害者や加害者の名前、顔写真

などの情報を無断で掲載するこ

と 

３．情報発信者が特定されないた

め、無責任な発言をすること 
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３．出会い系サイトの存在など、犯

罪を誘発する場となっているこ

と 

４．規制薬物、ネットポルノなどの

違法、有害なホームページが存在

していること 

５．インターネット取引で悪質商法

や特殊詐欺による被害が発生し

ていること 

６．プライバシーについての情報が

掲載されること 

７．加害者（未成年）の実名や顔写

真が掲載されること 

８．特に問題だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

問 41 あなたは、インターネットによ

る人権侵害を防止又は解決するた

めに必要なことはどのようなこと

だと思いますか。（○は３つまで） 

 １．インターネットによる人権侵害

に対応する法制度などの周知、啓

発を推進する 

２．違法な情報発信者に対する取締

りを強化する 

３．プロバイダや掲示板などの管理

者に対し情報の削除を求める 

４．インターネット利用者や管理者

に対して、正しい理解を深めるた

めの教育・啓発を推進する 

５．人権侵害を受けた者のための人

権に関する相談窓口や電話相談

を充実する 

６．人権侵害を受けた者の被害を救

済する機関を充実する 

４．出会い系サイトの存在など、犯

罪を誘発する場となっているこ

と 

５．ネットポルノなどの違法、有害

なホームページが存在している

こと 

６．インターネット取引で悪質商法

による被害が発生していること 

 

７．プライバシーについての情報が

掲載されること 

 

 

８．特に問題だと思うことはない 

９．わからない 

10．その他（具体的に： ） 

問 43 あなたは、インターネットによ

る人権侵害を防止又は解決するた

めに必要なことはどのようなこと

だと思いますか。（○は３つまで） 

 １．情報発信者が特定できたり、情

報の削除義務を負わせる新たな

法律をつくる 

２．違法な情報発信者に対する取締

りを強化する 

３．プロバイダや掲示板などの管理

者に対し情報の削除を求める 

４．インターネット利用者や管理者

に対して、正しい理解を深めるた

めの教育・啓発を推進する 

５．人権侵害を受けた者のための人

権に関する相談窓口や電話相談

を充実する 

６．人権侵害を受けた者の被害を救

済する機関を充実する 
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７．特に必要だと思うことはない 

８．わからない 

９．その他（具体的に： ） 

12．ホームレスの人権について 

問 42 次のうち、ホームレスの人権に

ついて、特に問題があると思われる

ことは何ですか。（○は 3つまで） 

１．ホームレスに対する誤解や偏見

がある 

２．嫌がらせや暴力を受ける 

３．医療機関において、診療拒否な

どの差別的扱いを受ける 

４．就職することが難しく、経済的

な自立生活が営めない 

５．アパートなどの住宅への入居が

困難 

６．特に問題だと思うことはない 

７．わからない 

８．その他（具体的に：  ） 

問 43 あなたは、ホームレスの人権を

尊重するのに必要なことは、どのよ

うなことだと思いますか。（○は 3

つまで） 

１．ホームレスに対する誤解や偏見

を解消するための教育・啓発広報

活動を推進する 

２．安定した住居を確保する 

３．雇用主に対する啓発活動を行

い、就業機会を確保する 

４．ホームレスのための人権相談体

制を充実する 

５．特に必要だと思うことはない 

６．わからない 

７．その他（具体的に： ） 

13．性的マイノリティ＊の人権につい

７．特に必要だと思うことはない 

８．わからない 

９．その他（具体的に： ） 

ⅩⅡ．ホームレスの人権について 

問 44 次のうち、ホームレスの人権に

ついて、特に問題があると思われる

ことは何ですか。（○は 3つまで） 

１．ホームレスに対する誤解や偏見

がある 

２．嫌がらせや暴力を受ける 

３．医療機関において、診療拒否な

どの差別的扱いを受ける 

４．就職することが難しく、経済的

な自立生活が営めない 

５．アパートなどの住宅への入居が

困難 

６．特に問題だと思うことはない 

７．わからない 

８．その他（具体的に：  ） 

問 45 あなたは、ホームレスの人権を

尊重するのに必要なことは、どのよ

うなことだと思いますか。（○は 3

つまで） 

１．ホームレスに対する誤解や偏見

を解消するための教育・啓発広報

活動を推進する 

２．安定した住居を確保する 

３．雇用主に対する啓発活動を行

い、就業機会を確保する 

４．ホームレスのための人権相談体

制を充実する 

５．特に必要だと思うことはない 

６．わからない 

７．その他（具体的に： ） 

ⅩⅢ．性的少数者（性的指向や性自認
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て 

 

問 44 次のうち、性的少数者の人権に

ついて、特に問題があると思われる

ことは何ですか。（○は 3つまで） 

 １．社会的理解度が低いため、世間

から誤解を受けたり、好奇又は偏

見の目で見られたりすること 

 

２．就職や仕事の内容、待遇などで、

不利な条件におかれていること 

３．地域社会・職場・家庭・学校な

どで孤立、排除されること 

４．性的異常者とみなされ嫌がらせ

を受けたり、軽蔑して呼ばれるな

ど冷やかしの対象となること 

 

５．性的マイノリティの人権を擁護

する法律が整備されていないこ

と 

６．同性のパートナーとの関係が認

められていないこと 

７．自らが認識する性とは異なる性

でのふるまい（トイレ、更衣室、

服装など）を強要されること 

８．提出書類等に性別の記入を求め

られること 

９．カミングアウト（自身の性的指

向や性自認について打ち明ける

こと）した後に今までと違う態度

をとられたり、周囲へのカミング

アウトを強要されたりすること 

 

10．アウティング（性的指向や性自

認について本人に無断で他人に

（性同一性）における少数者）＊の

人権について 

問 46 次のうち、性的少数者の人権に

ついて、特に問題があると思われる

ことは何ですか。（○は 3つまで） 

 １．性的少数者に対する社会的理解

度が低いため、世間から誤解を受

けたり、好奇又は偏見の目で見ら

れたりすること 

２．就職や仕事の内容、待遇などで、

不利な条件におかれていること 

３．地域社会・職場・家庭・学校な

どで孤立、排除されること 

４．性的少数者であることを理由と

して嫌がらせを受けたり、蔑称で

呼ばれるなど冷やかしの対象と

なること 

５．性的少数者の人権を擁護する法

律が整備されていないこと 

 

６．同性のパートナーとの関係が認

められていないこと 

７．トイレ、服装、言葉づかいなど

自らが認識する性とは異なる性

のふるまいを強要されること 

８．提出書類等に性別の記入を求め

られること 

９．カミングアウト（自身の性的指

向や性自認について打ち明ける

こと）した後に周囲から否定的な

態度をとられたり、周囲へのカミ

ングアウトを強要されたりする

こと 

10．アウティング（性的指向や性自

認について本人に無断で他人に
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伝えられること）の被害にあうこ

と 

11．セクシャル・ハラスメント（性

的いやがらせ）があること 

12．特に問題だと思うことはない 

13．わからない 

14．その他（具体的に： ） 

＊性的マイノリティとは、同性愛

者（レズビアン／ゲイ）や両性

愛者（バイセクシュアル）など

の性的指向における少数者や、

性同一性障がいのある人やト

ランスジェンダーなど性自認

（性同一性）における少数者を

指します。レズビアン／ゲイ／

バイセクシュアル／トランス

ジェンダーの頭文字をとって

LGBT と言われることもありま

す。 

問 45 あなたは、性的少数者の人権を

尊重するのに必要なことは、どのよう

なことだと思いますか。（○は３つま

で） 

１．性的マイノリティのための人権

相談窓口や電話相談を充実する 

２．性的マイノリティに関する正し

い理解を深めるための教育・啓発

広報活動を推進する 

３．性的マイノリティの人権を擁護

する法律を整備する 

４．同性パートナーシップ（宣誓）

制度＊など、同性カップルを公認

する制度をつくる 

５．性的マイノリティが働きやすい

職場をつくる 

伝えられること）の被害にあうこ

と 

11．セクシャル・ハラスメント（性

的いやがらせ）があること 

12．特に問題だと思うことはない 

13．わからない 

14．その他（具体的に： ） 

＊性的少数者とは、同性愛者（レ

ズビアン／ゲイ）や両性愛者

（バイセクシュアル）などの性

的指向における少数者や、性同

一性障がいのある人やトラン

スジェンダーなど性自認（性同

一性）における少数者を指しま

す。レズビアン／ゲイ／バイセ

クシュアル／トランスジェン

ダーの頭文字をとって LGBT と

言われることもあります。 

 

問 47 あなたは、性的少数者の人権を

尊重するのに必要なことは、どのよう

なことだと思いますか。（○は３つま

で） 

１．性的少数者のための人権相談所

や電話相談所を充実する 

２．性的少数者に関する正しい理解

を深めるための教育・啓発広報活

動を推進する 

３．性的少数者の人権を擁護する法

律を整備する 

４．同性パートナーシップ（宣誓）

制度＊など、同性カップルを公認

する制度をつくる 

５．性的少数者が働きやすい職場を

つくる 
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６．公共施設や店舗等のトイレや更

衣室など、性的マイノリティが生

活しやすい環境を整備する 

７．公的機関の申請書やアンケート

の性別欄を性的マイノリティに

配慮したものにする 

８．性的マイノリティとその支援者

の活動を支援する 

９．専門医や専門的な医療機関につ

いて情報提供する 

10．特に必要だと思うことはない 

11．わからない 

12．その他（具体的に： ） 

  ＊同性パートナーシップ（宣誓）

制度とは、地方自治体が同性の

カップルを「婚姻に相当する関

係」と認め、自治体独自に証明

する制度のことです 

14．震災等の災害に起因する人権につ

いて 

問 46 東日本大震災、能登半島地震の

ような大規模災害が起きた場合、ど

のような人権問題が起きると思わ

れますか。（○は３つまで） 

１．避難生活でプライバシーが守ら

れないこと 

２．避難生活の長期化によるストレ

スに伴う嫌がらせやいさかいが

生じること 

３．要配慮者（障がいのある人、高

齢者、乳幼児、妊産婦等）に対し

て十分な配慮が行き届かないこ

と 

４．女性や子育て家庭への十分な配

慮が行き届かないこと 

６．公共施設や店舗等のトイレや更

衣室など、性的少数者が生活しや

すい環境を整備する 

７．公的機関の申請書やアンケート

の性別欄を性的少数者に配慮し

たものにする 

８．性的少数者とその支援者の活動

を支援する 

９．専門医や専門的な医療機関につ

いて情報提供する 

10．特に必要だと思うことはない 

11．わからない 

12．その他（具体的に： ） 

  ＊同性パートナーシップ（宣誓）

制度とは、地方自治体が同性の

カップルを「婚姻に相当する関

係」と認め、自治体独自に証明

する制度のことです 

ⅩⅣ．震災等の災害に起因する人権に

ついて 

問 48 東日本大震災、熊本地震のよう

な大規模災害が起きた場合、どのよ

うな人権問題が起きると思われま

すか。（○は３つまで） 

１．避難生活でプライバシーが守ら

れないこと 

２．避難生活の長期化によるストレ

スに伴う嫌がらせやいさかいが

生じること 

３．要支援者（障がいがある人、高

齢者、乳幼児、妊産婦等）に対し

て十分な配慮が行き届かないこ

と 

４．女性や子育て家庭への十分な配

慮が行き届かないこと 
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５．デマ・風評などによる差別的な

言動が起きること 

６．支援や被災状況などの必要な情

報が行き届かないこと 

７．特に問題だと思うことはない 

８．わからない 

９．その他（具体的に： ） 

15.ゲノム情報（遺伝情報）に関する人

権問題について 

問 47 ゲノム医療が普及し、ゲノム

情報（遺伝情報）の活用が拡大され

ていくことが見込まれる中、ゲノム

情報に関する知識や理解の不足か

ら、日常生活や、就職、保険の加入

等の社会生活の様々な場面で、不当

な差別やプライバシー侵害などの

人権問題が発生するおそれがあり

ます。そのため、私たちはゲノム情

報（遺伝情報）について正しい知識

を持ち、正しい情報に基づいて冷静

に判断することの重要性を理解す

る必要があります。 

  あなたは、ゲノム医療やゲノム情

報について知っていますか？（〇は

1 つだけ） 

 １．知っている 

 ２．知らない 

16．今後の人権教育啓発について 

問 48 人権問題についての理解を深

めるにあたって、どのような啓発・

広報活動が効果的と思われますか。

（○は３つまで） 

 １．テレビ・ラジオを活用した啓発 

２．新聞・雑誌を活用した啓発 

３．市の広報紙による啓発 

５．デマ・風評などによる差別的な

言動が起きること 

６．支援や被災状況などの必要な情

報が行き届かないこと 

７．特に問題だと思うことはない 

８．わからない 

９．その他（具体的に： ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅩⅤ．今後の人権教育啓発について 

問 49 人権問題についての理解を深

めるにあたって、どのような啓発・

広報活動が効果的と思われますか。

（○は３つまで） 

 １．テレビ・ラジオを活用した啓発 

２．新聞・雑誌を活用した啓発 

３．市の広報紙による啓発 
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４．映画・ＤＶＤ・ビデオを活用し

た啓発 

５．パンフレット、ポスターなどに

よる啓発 

６．インターネットを活用した啓発

（メールマガジンなど） 

７．交通広告（電車やバス等の車内

広告や車体広告）、駅での広告等 

８．講演会、研修会の開催 

９．パネル展などの開催（一般行事

の中でコーナーを設けることも

含む） 

10．地域学習グループなど自主的な

学習による社会教育活動 

11．地域での啓発リーダーを養成

し、住民の相互啓発を促す活動 

12．特に効果的なものはない 

13．わからない 

14．その他（具体的に： ） 

問 49 人権問題についての理解を深

め、人権意識を高めるためには、今

後どのような取り組みを行えばよ

いと思いますか。（○は３つまで） 

 １．慣習や社会の仕組みを改善する 

２．家庭での教育を充実する 

３．学校での教育を充実する 

４．行政が啓発活動を積極的に行う 

５．自治会などの地域での取り組み

を充実する 

６．企業・職場での取り組みを充実

する 

７．民間活動団体での取り組みを充

実する 

８．人権全般に関する条例などを整

備する 

４．映画・ＤＶＤ・ビデオを活用し

た啓発 

５．パンフレット、ポスターなどに

よる啓発 

６．インターネットを活用した啓発

（メールマガジンなど） 

 

 

７．講演会、研修会の開催 

８．パネル展などの開催（一般行事

の中でコーナーを設けることも

含む） 

９．地域学習グループなど自主的な

学習による社会教育活動 

10．地域での啓発リーダーを養成

し、住民の相互啓発を促す活動 

11．特に効果的なものはない 

12．わからない 

13．その他（具体的に： ） 

問 50 人権問題についての理解を深

め、人権意識を高めるためには、今

後どのような取り組みを行えばよ

いと思いますか。（○は３つまで） 

 １．慣習や社会の仕組みを改善する 

２．家庭での教育を充実する 

３．学校での教育を充実する 

４．行政が啓発活動を積極的に行う 

５．自治会などの地域での取り組み

を充実する 

６．企業・職場での取り組みを充実

する 

７．民間活動団体での取り組みを充

実する 

 

 



37 

 

令和 8年度調査 令和 4年度調査 

９．人権に関する相談体制を充実す

る 

10．人権意識は向上しているので取

り組む必要はない 

11．個人の意識の問題に介入する必

要はない 

12.わからない 

13．その他（具体的に： ） 

問 50 市民一人ひとりが、人権を尊重

しあうために心がけたり、行動すべ

きことはどのようなことだと思い

ますか。（○は３つまで） 

１．人権に対する正しい知識を身に

つけること 

２．因習＊や誤った固定観念にとら

われないこと 

３．自分の権利と同様に他人の権利

も尊重すること 

４．自分の生活している地域の人々

を尊重すること 

５．家庭内でのお互いの権利を尊重

すること 

６．職場で人権を尊重する意識を高

めあうこと 

７．特にない 

８.わからない 

９．その他（具体的： ） 

＊因習とは、昔からの習慣のう

ち、今は悪い影響をもたらすも

ののことです 

問 51 市では、人権施策推進指針に基

づいて、人権感覚を高めるため、次

のような人権啓発を行っています

が、その効果について、次の１から

９の項目についてあてはまる欄に

 

 

８．人権意識は向上しているので取

り組む必要はない 

９．個人の意識の問題に介入する必

要はない 

10.わからない 

11．その他（具体的に： ） 

問 51 市民一人ひとりが、人権を尊重

しあうために心がけたり、行動すべ

きことはどのようなことだと思い

ますか。（○は３つまで） 

１．人権に対する正しい知識を身に

つけること 

２．因習＊や誤った固定観念にとら

われないこと 

３．自分の権利と同様に他人の権利

も尊重すること 

４．自分の生活している地域の人々

を尊重すること 

５．家庭内でのお互いの権利を尊重

すること 

６．職場で人権を尊重する意識を高

めあうこと 

７．特にない 

８.わからない 

９．その他（具体的： ） 

＊因習とは、昔からの習慣のう

ち、今は悪い影響をもたらすも

ののことです 

問 52 市では、人権施策推進指針に基

づいて、人権感覚を高めるため、次

のような人権啓発を行っています

が、その効果について、次の１から

９の項目についてあてはまる欄に
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○をつけてください。 

１．人権 Letter（人権啓発広報紙）

の発行・配付 

２．「広報おおがき」における人権啓

発記事（人権について考える）の

掲載 

３．人権啓発広告塔（市内 16か所）

の設置 

４．市内小・中・義務教育学校の人

権教育・学習発表展の開催 

５．ラジオ番組「大垣市の時間」で

の啓発 

６．市役所正面や大垣駅南北自由通

路での横断幕の掲出 

７．市主催行事のチラシなどへの人

権啓発標語の掲載 

８．人権啓発標語を掲載したバッグ

などの啓発物品の配付 

９．人権作文集の発行・配布 

（削除）（問 5にて調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○をつけてください。 

１．人権 Letter（人権啓発広報紙）

の発行・配付 

２．「広報おおがき」における人権啓

発記事（人権について考える）の

掲載 

３．人権啓発広告塔（市内１7か所）

の設置 

４．市内小中学校の人権教育・学習

発表展の開催 

５．ラジオ番組「大垣市の時間」で

の啓発 

６．市役所正面や大垣駅南北自由通

路での横断幕の掲出 

７．市主催行事のチラシなどへの人

権啓発標語の掲載 

８．人権啓発標語を掲載したバッグ

などの啓発物品の配付 

９．人権作文集の発行・配布 

問 53 現在、国は、解決すべき 17の

人権問題を設定しています。このう

ち、あなたが特に重要と考え、今後、

市が取り組む必要があると思う人

権問題は何ですか。（○は５つまで） 

１．女性の人権問題  

２．子どもの人権問題 

３．高齢者の人権問題 

４．障がいのある人の人権問題 

５．部落差別（同和問題）による人

権問題 

６．アイヌの人々の人権問題 

７．外国人の人権問題 

８．感染症に関連した人権問題（エ

イズ患者、ＨＩＶ感染者、新型コロ

ナウイルス感染者等） 
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問 52 人権問題に関することで、大垣

市へのご意見・ご要望がありました

ら、ご自由にご記入ください。 

９．ハンセン病患者・元患者やその

家族の人権問題 

10．刑を終えて出所した人の人権問

題 

11．犯罪被害者とその家族の人権問

題 

12．インターネットによる人権問題 

13．北朝鮮当局による人権問題（拉

致問題） 

14．ホームレスの人権問題                      

15．性的少数者の人権問題 

16．人身取引（性的搾取、強制労働   

などを目的とするもの） 

17．震災等の災害に起因する人権問

題 

18. 特にない  

19.わからない 

20．その他（  ） 

問 54 人権問題に関することで、大垣

市へのご意見・ご要望がありました

ら、ご自由にご記入ください。 

 


